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平
成
26
年
1
月
19
日
（
日
）、
愛
知
県
豊
橋
市

の
「
ラ
イ
フ
ポ
ー
ト
と
よ
は
し
」
に
お
い
て
、
愛
知

県
、
豊
橋
市
、
当
協
会
が
主
催
す
る
シ
ニ
ア
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

愛
知
県
で
は
、
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
及
び
自
主
的
な
防
災
活
動
に
つ
い
て
の
認

識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
災
害
へ
の
備
え
の
充
実

強
化
を
図
る
た
め
、
毎
年
1
月
15
日
か
ら
21
日
を

「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
し
、
防
災
協
働

社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

愛
知
県
各
地
に
お
け
る
活
動
と
そ
れ
を
支
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
に
つ
い
て
更
な
る
理
解
を
深
め
る

た
め
、「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
の
期
間
中
に
、

当
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
冒
頭
主
催
者
を
代
表
し
て
、
小

林
壯
行
愛
知
県
防
災
局
長
、
渡
辺
明
則
豊
橋
市

文
化
市
民
部
長
が
挨
拶
し
、
続
い
て
3
名
の
講
師

に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
大
学
名
誉
教
授　

平
川
一
臣
氏

（
1
）
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
・
津
波

最
初
に
、
世
界
各
地
で

起
き
た
超
巨
大
地
震
の
調
査

分
析
を
基
に
、
今
後
想
定

さ
れ
る
大
地
震
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
日
本
を
取
り
巻
く
海

底
プ
レ
ー
ト
と
地
震
の
関
係
、
地
震
の
周
期
性
な
ど
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
近
い
将
来
に
発
生
が
想

定
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
つ
い
て
の
説
明
、
同
地

域
の
過
去
の
大
地
震
、
被
害
内
容
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

（
2
）
内
陸
の
活
断
層
：
三
河
地
震

昭
和
20
年
に
発
生
し
た
三
河
地
震
の
事
例
か
ら
、

内
陸
の
活
断
層
か
ら
発
生
す
る
大
地
震
の
説
明
が

さ
れ
、
伊
勢
湾
・
三
河
湾
周
辺
の
活
断
層
と
発
生

す
る
大
地
震
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
引
き
起
こ
し
た
活

断
層
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

（
3
）
液
状
化
、
土
地
造
成
と
崩
落

1
9
6
4
年
の
新
潟
地
震
に
よ
る
液
状
化
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
東
京
湾
岸
埋
立
地
の
液
状
化

な
ど
の
被
害
が
述
べ
ら
れ
、
原
因
と
さ
れ
る
土
地

人
口
改
変
を
知
っ
て
お
く
こ
と
の
必
要
性
が
話
さ

れ
ま
し
た
。
と
く
に
、
過
去
の
水
域
＝
埋
立
地
、

海
岸
線
の
認
識
が
必
要
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

（
4
）
気
象
災
害
：
伊
勢
湾
台
風
と
高
潮
、
豊
川

平
野
の
特
性
と
洪
水

昭
和
34
年
伊
勢
湾
台
風
の
高
潮
に
よ
る
濃
尾
平

野
の
大
水
害
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
豊
川
の
洪
水

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
が
原
因
で
あ
り
、
今
後
も
注

意
を
要
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
宅
地
造
成
地
の
崩
落
、
液
状
化
、
浸
水
に

つ
い
て
解
説
し
た
上
で
、
購
入
前
に
元
の
地
形
（
谷
、

斜
面
、
流
域
）
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

し
、そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

・
土
地
条
件
を
理
解
し
て
お
く
（
新
旧
の
地
形
図

情
報
を
使
う
）。

・
広
い
範
囲
、狭
い
範
囲
そ
れ
ぞ
れ
に
地
形
を
読
む
、

地
層
を
読
む
、
土
地
の
履
歴
を
把
握
し
て
お
く
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

代
表
理
事　

栗
田
暢
之
氏

（
1
）
災
害
・
減
災
リ
サ
イ
ク
ル

平
常
時
で
の
被
害
抑
止

（
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
活
動
）
と
被
害
軽

減
（
被
害
を
軽
度
に
と
ど

め
、
拡
大
を
防
ぐ
活
動
）、
発
災
時
で
の
応
急
対

応
（
災
害
直
後
の
人
命
救
助
や
応
急
医
療
措
置
、

消
火
水
防
な
ど
の
活
動
）
と
復
旧
・
復
興
（
被
害

の
回
復
や
く
ら
し
の
再
建
の
た
め
の
活
動
）
の
必

要
性
と
効
果
に
つ
い
て
、
示
さ
れ
ま
し
た
。

（
2
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
効
果
に
つ
い
て

各
被
災
地
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
被
災

者
の
心
を
和
ら
げ
る
活
動
が
大
切
と
述
べ
ら
れ
ま

シ
ニ
ア
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

～
過
去
の
災
害
に
学
び
、
次
世
代
に
伝
え
る
～

愛知県
東
三
河
の
自
然
災
害

〜
過
去
に
学
び
、
未
来
に
備
え
る
〜

講
演
1

13
：
40
〜
14
：
40

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
学
ぶ

〜
地
域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
〜

講
演
2

14
：
50
〜
15
：
50
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し
た
。「
足
湯
」
に
よ
る
被
災
者
と
の
対
話
、
お
年

寄
り
の
住
居
の
が
れ
き
撤
去
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ら
で
は
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

（
3
）
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

こ
れ
ま
で
の
実
績
か
ら
、
必
要
な
活
動
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

・
ど
ん
ど
ん
現
地
に
行
く
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
な
く

て
も
、
観
光
や
会
議
・
研
修
の
場
と
し
て
。

・
現
地
の
も
の
を
購
入
す
る
。

・
県
外
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
に
も
支
援
。

・
何
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
こ
の
ま
ま
忘
れ
去
ら

れ
る
こ
と
が
一
番
怖
い
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、

心
や
気
持
ち
だ
け
で
も
応
援
し
続
け
る
こ
と
、

忘
れ
な
い
こ
と
、
一
緒
に
考
え
る
こ
と
。

（
4
）
ま
と
め

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
方
な
ど
に
つい
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

・
東
日
本
大
震
災
を
経
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

N
P
O
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
認
知
さ
れ
て
い
る
。

・
泥
か
き
や
物
資
提
供
に
代
表
さ
れ
る
初
期
の
活
動

だ
け
で
は
な
く
、復
興
期
の
支
援
も
見
据
え
た「
質

の
転
換
」「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
の
段
階
に
き
た
。

・
原
点
は
「
被
災
者
の
生
の
声
」。

・
外
部
の
支
援
力
に
加
え
地
元
の
受
援
力
の
強
化
を
。

・
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
東
日
本
大
震
災
の
比

で
は
語
れ
な
い
。
気
づ
い
た
人
々
で
つ
な
が
ろ
う
。

豊
橋
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
会

副
会
長　

尾
崎
公
枝
氏

13
年
間
に
亘
り
活
動
を

続
け
、
現
在
1
6
0
名
の

会
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る

「
豊
橋
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
会
」
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
の
前
身
は
、
豊
橋
市
が
愛

知
県
の
地
震
推
進
強
化
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
2
0
0
1
年
に
発
足
し
た
豊
橋
防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
す
。

養
成
講
座
は
、
支
援
本
部
の
立
ち
上
げ
・
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
き
D
I
G
（
災
害
図
上
訓
練
）・

被
災
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
の
研
修
・
災
害
時
の
炊
き
出

し
・
A
E
D
・
応
急
救
護
・
搬
送
法
・
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
・
無
線
な
ど
の
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

会
員
の
中
に
は
、
救
命
救
護
の
研
鑽
を
積
み
市
民

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
豊
橋
市
の
消
防
事
業
に
協
力
し

て
い
る
人
が
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

特
別
研
修
と
し
て
、
神
戸
の
防
災
未
来
館
、
富

士
山
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
館
、
静
岡
県
地
震
防
災
セ
ン
タ

ー
、
名
古
屋
市
港
防
災
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
、
防
災

意
識
の
向
上
に
も
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
平

成
20
年
度
、
豊
橋
市
と
豊
橋
社
会
福
祉
協
議
会
に

よ
る
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
が

統
合
さ
れ
、
市
内
介
護
施
設
よ
り
研
修
生
の
受
講
、

こ
れ
ま
で
の
養
成
講
座
に
介
護
ヘル
パ
ー
と
の
連
携
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
障
害
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
等
、

要
援
護
者
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
豊
橋

市
の
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
、
協
力
、
他
の
関
係

機
関
と
災
害
時
の
連
携
を
強
化
推
進
し
て
い
ま
す
。

平
成
12
年
の
東
海
水
害
で
は
、
県
庁
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
対
策
本
部
に
入
り
、
必
要
資
器
材
、
支
援
物
資
の

調
達
、粗
大
ゴ
ミ
の
片
付
け
、撤
去
な
ど
に
取
り
組
み
、

復
興
支
援
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
使
用
し

た
運
営
のマニュア
ル
は
、
現
在
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
0
3
年
啓
発
事
業
部
を
立
ち
上
げ
東
海
地

震
に
備
え
て
、
豊
橋
に
ま
つ
わ
る
防
災
民
話
を
掘
り

起
し
大
型
紙
芝
居
講
演
・
リ
サ
イ
ク
ル
防
災
グッ
ズ
の

開
発
発
表
と
手
作
り
講
習
・
本
当
に
役
立
つ
非
常

備
品
の
展
示
な
ど
を
実
施
。
自
治
会
や
障
害
者
団

体
施
設
、
愛
知
県
内
外
で
防
災
講
座
を
開
催
、
活

動
展
開
、
減
災
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
飯
田
市
、
浜
松
市
、
湖
西
市
、
豊
川
市
、

豊
橋
市
の
5
市
で
年
1
回
、「
三
遠
南
信
交
流
勉

強
会
」
を
開
催
（
近
隣
の
幸
田
、
豊
田
、
安
城
、

名
古
屋
市
も
参
加
）。
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
連
携
を
図
って
い
ま
す
。

現
地
活
動
で
は
、
平
成
19
年
の
新
潟
県
柏
崎
市

の
地
震
被
害
へ
の
支
援
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ

の
支
援
物
資
仕
分
け
や
荷
造
り
、
岩
手
県
陸
前
高

田
市
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

他
、
教
育
委
員
会
を
通
じ
市
内
小
中
学
校
で
の
総

合
防
災
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

最
後
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
、
仲
間
づ
く
り
か
ら
始
め
る
社
会
貢
献
活
動
で

あ
り
「
貢
献
と
は
与
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
共
に
生

き
る
こ
と
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

各
講
演
で
は
、
自
然
災
害
の
経
験
に
基
づ
く
分
析

と
今
後
の
想
定
・
防
衛
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
必
要

性
と
効
果
、
そ
し
て
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活

動
報
告
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
防
災
認
識
、
事

前
の
準
備
の
必
要
性
が
説
明
さ
れ
、
そ
し
て
、
な
に

よ
り
も
地
元
の
結
束
の
大
切
さ
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

啓
発
活
動
を
通
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
築
く
〜
豊
橋
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
会
の
運
営
と
活
動
〜

講
演
3

16
：
00
〜
16
：
30


